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枝番が追加された被保険者証
イメージ（抜粋）　　　　　

被保険者証

記号　12-34　　番号　5678　　（枝番）01

９月診療分からのレセプト「被保険
者証（手帳）等の記号・番号」欄の
記載

被保険者証・被保
険者手帳等の記号
・番号　　　　　

12-34 5678 01
記号 番号 枝番

②電子レセプトの場合

※ 資格確認レコードの「記号」「番号」「枝番」
それぞれの項目に記録する。「番号」の項目
に「－」や「（枝番）」の文字入力をする
と、資格誤りとなり返戻される。

被保険者証の「枝番」
９月診療分から記載

市
民
講
座
の
新
し
い

冊
子
が
で
き
ま
し
た

今号に１冊同封保険でよい歯科連絡会市民講座

～新型コロナに負けない　
　　歯と口の健康づくり～

お申込みは協会・06-6568-7731

10月31日（日）
時間　10：30～12：30
会場　Ｍ＆Ｄホール＋Ｚoom

参加費無料

講師　笠原浩氏
　　（松本歯科大学名誉・特任教授）

歯は健康長寿の鍵
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「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

 

西　

真
紀
子

「予防歯科臨床の父」に追いつくために

　

歯
科
医
院
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見

る
と
、
今
や
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
歯

科
医
院
が
「
予
防
歯
科
」
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
だ
け
、

悪
く
な
る
前
に
歯
科
医
院
に
通
う
と

い
う
習
慣
が
一
般
に
認
知
さ
れ
て
き

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
「
予

防
歯
科
臨
床
」
で
何
を
予
防
す
る
の

か
と
い
う
根
本
を
踏
ま
え
て
、
最
新

情
報
を
お
伝
え
す
る
（
全
５
回
）。

病
因
論
に
基
づ
い
た
メ
イ

病
因
論
に
基
づ
い
た
メ
イ

ン
テ
ナ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

ン
テ
ナ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

「
予
防
歯
科
臨
床
」
で
予
防
す
る

の
は
、
歯
の
喪
失
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
主
な
原
因
は
、
現
在
の
日

本
で
は
圧
倒
的
に
齲
蝕
と
歯
周
病
で

あ
る
。
こ
の
口
腔
二
大
疾
患
は
ど
ち

ら
も
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
感
染
症
、
多

因
子
性
疾
患
、Noncommunicable 

Diseases 

（NCDs

）
で
あ
る
と
い
う

共
通
の
特
徴
を
持
つ
。

　

齲
蝕
と
歯
周
病
の
病
因
論
に
基
づ

い
て
、
「
予
防
歯
科
臨
床
の
父
」
で

あ
る
ア
ク
セ
ル
ソ
ン
ら
が
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ

と
Ｔ
Ｂ
Ｉ
を
中
心
と
し
た
メ
イ
ン
テ

ナ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
齲
蝕

と
歯
周
病
が
予
防
で
き
る
こ
と
、
そ

し
て
歯
の
喪
失
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ

と
を
確
か
め
た
﹇
１
﹈。
現
在
、
行

わ
れ
て
い
る
「
予
防
歯
科
臨
床
」
が

Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
中
心
で
あ
る
の
も
彼
ら
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
影
響
が
大
き
い
。

一
般
歯
科
医
院
に
お
け
る

一
般
歯
科
医
院
に
お
け
る

臨
床
デ
ー
タ
に
よ
る
検
証

臨
床
デ
ー
タ
に
よ
る
検
証

　

そ
れ
で
は
、
自
院
の
メ
イ
ン
テ
ナ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ア
ク
セ
ル
ソ

ン
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
匹
敵
す
る
も

の
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
誠
実

に
「
予
防
歯
科
臨
床
」
に
取
り
組
ん

で
い
れ
ば
、
そ
う
い
う
疑
問
が
湧
い

て
当
然
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
日
常

臨
床
の
中
で
そ
れ
を
ど
う
確
か
め
れ

ば
い
い
の
か
迷
っ
て
い
る
歯
科
医
院

が
ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
私
は
臨
床
デ
ー
タ
の
分

析
の
取
り
掛
か
り
と
し
て
、
最
も
簡

潔
に
「
成
人
患
者
に
お
い
て
長
期
メ

イ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
一
人
あ
た
り
平
均

喪
失
歯
数
が
１
本
」
と
い
う
目
安
を

提
案
し
た
﹇
２
﹈
。
ア
ク
セ
ル
ソ
ン

ら
の
論
文
で
は
初
診
時
の
年
齢
に
よ

っ
て
３
群
に
分
類
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
を
取
り
払
う
と
喪
失
歯
数
が
約

１
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
覚
え
や
す

い
こ
の
数
字
を
採
用
し
た
。
対
象
人

数
が
１
０
０
人
を
超
え
た
ら
一
度
、

調
べ
て
み
て
ほ
し
い
。

　

い
ち
早
く
こ
の
提
案
を
活
用
し
た

の
が
徳
島
市
の
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
歯

科
こ
く
ふ
」（
内
藤
禎
人
院
長
）
で

あ
る
。
毎
年
デ
ー
タ
を
更
新
し
て
待

合
室
に
掲
示
し
て
い
く
予
定
と
の
こ

と
で
あ
る
（
図
）。

最前線

予防
歯科臨床の

①

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
歯
科
こ
く
ふ
」
の
臨
床
デ
ー
タ

を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支払基金支払基金
〝改革〟の行方〝改革〟の行方⑨⑨
フリーライターフリーライター 橋本　巖 橋本　巖
（元大阪府支払基金職員）（元大阪府支払基金職員）

カ
ー
ド
普
及
と
デ
ー
タ
活
用
の
た
め

大
盤
振
る
舞
い

大
盤
振
る
舞
い

　

一
昨
年
か
ら
、
突
然
「
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
」
と
い

う
こ
と
が
い
わ
れ
だ
し
、
医

療
機
関
に
は
「
顔
認
証
付
き

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
」
の
設
置

が
求
め
ら
れ
た
（
任
意
）
。

可
）
を
置
く
と
デ
ー
タ
が
支

払
基
金
に
送
ら
れ
、
支
払
基

金
で
保
険
者
が
提
供
し
て
い

る
デ
ー
タ
と
照
合
し
て
資
格

の
有
無
を
医
療
機
関
へ
伝
え

る
と
い
う
も
の
だ
（
図
）。

と
こ
ろ
が
、
３
月
の
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
運

用
開
始
早
々
、
保
険
者
の
デ

ー
タ
入
力
の
不
具
合
で
実
施

が
今
年
10
月
ま
で
延
期
に
な

っ
た
。
事
を
急
い
だ
結
果

だ
。デ

ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
の

に
、
保
険
証
の
ほ
か
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
使
え
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
。
医
療
機
関
に
と
っ

て
は
多
少
資
格
関
係
過
誤
が

減
少
す
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
窓
口
の
患
者
対
応
業
務

は
確
実
に
増
え
る
。

　

政
府
が
あ
げ
る
、
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
導
入
の
メ
リ

ッ
ト
は
次
の
４
点
で
あ
る
。

① 

資
格
喪
失
後
受
診
に
伴
う

事
務
コ
ス
ト
等
の
解
消

② 

高
額
療
養
費
限
度
額
適
用

認
定
証
等
の
発
行
業
務
等

の
削
減

③ 

特
定
検
診
結
果
や
薬
剤
情

報
を
照
会
で
き
る
仕
組
み

の
整
備

④ 

保
健
医
療
デ
ー
タ
の
分
析

の
向
上

　

し
か
し
、
①
、
②
、
③

は
、
後
付
け
的
な
メ
リ
ッ
ト

で
あ
っ
て
、
本
命
は
④
に
あ

る
。
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ

は
、
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改

革
」
構
想
に
あ
る
。

　

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
」

構
想
と
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
生
ま
れ
て
以
降
の
検
診
・

医
療
・
介
護
の
デ
ー
タ
を
蓄

積
し
て
利
用
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
、
次
々
回
で
述
べ
る
。

　

そ
の
構
想
の
検
討
段
階
で

デ
ー
タ
収
集
の
ツ
ー
ル
と
し

て
浮
か
ん
だ
の
が
、
①
保
険

証
、
②
医
療
等
Ｉ
Ｄ
、
③
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
だ
っ
た
、
し
か

し
、
医
療
等
Ｉ
Ｄ
を
設
定
す

る
に
当
た
っ
て
は
時
間
が
か

か
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ

い
て
は
カ
ー
ド
の
普
及
率
が

低
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
面

る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る

と
言
え
る
。 

（
つ
づ
く
）

は
現
行
保
険

証
番
号
に
家

族
の
枝
番
を

付
け
て
利
用

す
る
こ
と
に

落

ち

着

い

た
。

　

つ
ま
る
と

こ
ろ
、
今
次

オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
制

度
の
本
当
の

目
的
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普

及

を

図

り

「
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
改
革
」

の
基
盤
を
造

　

支
払
基
金
は
、
国
の
要
請

を
受
け
て
こ
れ
ら
の
窓
口
に

な
り
、「
医
療
情
報
化
支
援

基
金
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
整

備
及
び
電
子
カ
ル
テ
標
準
化

に
向
け
た
医
療
機
関
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
に

充
て
る
財
源
で
当
初
３
０
０

億
円
、
２
０
２
１
年
度
で
計

９
１
８
億
円
と
も
い
わ
れ

る
）
の
支
出
等
管
理
を
任
さ

れ
て
い
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

仕
組
み
は
、
患
者
が
医
療
機

関
の
受
付
で
顔
認
証
付
き
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
保
険
証
も

掲示
又は

マイナンバー
カード

②
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
資
格
確
認

保険医療機関・薬局
③レセプト送付

●レセプトの審査・支払

④審査支払機関内部での資格確認

資格情報（一部負担割合等を含む）個人単位の被保番

個人単位の被保険者番号と資格情報とを１対１で
対応させて、保険者をまたがって一元的に管理

●オンライン資格確認

支払基金・国保中央会（国保連）

資格情報（一部負担割
合等を含む）を登録

※現行の世帯単位番号に
　２桁追加

被保険者番号を
個人単位化

保険者

保険証

加入者（患者）
ピッ

受診時に資格確認ができなかった
ケースについても、正しい保険者に
レセプトを送付

歯
科
医
院
貸
与

【
住
所
】
大
阪
市
内

【
最
寄
駅
】
今
福
鶴
見
駅

【
設
備
】
歯
科
医
院
、
内

装
、
機
器
・
器
具
一
式

【
面
積
】
約
32
坪

【
金
額
】
詳
細
は
メ
ー
ル
に

て
連
絡
い
た
し
ま
す

【
連
絡
先
】

yamochankawaii@gmail.

com

（
富
田
）

　

協
会
は
紹
介
の
み
で
、
掲

載
内
容
の
確
認
や
条
件
な
ど

の
交
渉
は
当
事
者
間
で
お
願

い
し
ま
す
。（
掲
載
お
申
込

み
は
新
聞
部
ま
で
。
℡
06
―

６
５
６
８
―
７
７
３
１
／
掲

載
料
は
無
料
）。

　

10
月
以
降
発
行
さ
れ
る
被
保
険

者
証
等
に
は
、「
被
保
険
者
証

（
手
帳
）
の
記
号
・
番
号
」
の
後

ろ
に
２
桁
の
「
（
枝
番
）
」
が
順
次

付
番
さ
れ
る
。

　

９
月
診
療
分
（
10
月
請
求
分
）

か
ら
は
、
被
保
険
者
証
等
に
枝
番

の
記
載
が
あ
る
場
合
は
、
レ
セ
プ

ト
の
「
（
枝
番
）
」
欄
の
記
載
が
必

要
と
な
る
（
※
１
）
。
誤
っ
て
記

載
す
る
と
資
格
誤
り
で
返
戻
さ
れ

る
の
で
注
意
が
必
要
だ
（
※
２
）。

　

た
だ
し
、
被
保
険
者
証
等
に
枝

番
の
記
載
が
な
い
場
合
、
従
来
ど

お
り
空
欄
の
ま
ま
と
す
る
。
な

お
、
後
期
高
齢
者
制
度
は
既
に
個

人
番
号
化
さ
れ
て
お
り
、
枝
番
は

記
載
さ
れ
な
い
。

※
１　

８
月
診
療
分
の
請
求
ま
で

は
、
レ
セ
プ
ト
枝
番
欄
は
空
白
の

ま
ま
と
す
る
。

※
２　

高
齢
受
給
者
証
や
限
度
額

適
用
認
定
証
、
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
、
特
定
疾

病
療
養
受
療
証
の
枝
番
と
「
被
保

険
者
証
」
の
枝
番
が
異
な
る
場
合

は
、「
被
保
険
者
証
」
の
枝
番
を

記
載
す
る
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

大
阪
連
絡
会
」
が
昨
年
10
月
に

開
催
し
た
市
民
講
座
「
飲
み
こ

む
力 

今
か
ら
は
じ
め
る
『
の

ど
』
ト
レ
」（
浦
長
瀬
昌
宏
氏

・
神
鋼
記
念
病
院
耳
鼻
咽
喉
科

長
）
の
冊
子
が
で
き
ま
し
た
。

市
民
講
座
の
冊
子
は
、
待
合
室

な
ど
で
の
患
者
さ
ん
へ
の
情
報

提
供
と
し
て
好
評
を
得
て
い
ま

す
。
１
冊
１
０
０
円
で
追
加
注

文
を
承
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
文

は
協
会
（
06
―
６
５
６
８
―
７

７
３
１
）
ま
で
。

　▽「人生わずか３万日」をピン

ピン元気に過ごすための『７つの

秘訣』▽コロナに負けない健康づ

くりのための口腔ケアなど――超

高齢社会の中での歯科医療者の役

割についてお話しいただく。

被保険者証・被保
険者手帳等の記号
・番号　　　　　

12-34 5678（枝番）01
記号 番号 枝番

※「（枝番）」の文字の後ろに枝番を記載する。

①書面レセプトの場合


